
 令和 4 年度  学校評価   

教育理念  

 『柔軟性：福祉社会に向けて、絶えず時代に応じた教育内容を編成します。』  

 『多様性：「華頂会」のもつノウハウを、実際の教育活動に十分活かします。』  

 『実用性：実技教育は、応用を重んじ、実践に役立つ知識・技術を指導します。』  

柔軟性・多様性・実用性をもつ人材を育成する。  

 

教育方針  

 全人教育  

  人権を尊重し、人間理解を深め、個人を支える「福祉の心」を育てます。  

 感性教育  

  歴史と社会のなかで、「ともに生きる」ことの感性を育みます。  

 実践教育  

  広い視野から、「さまざまなニーズ」に応じる実践力を養います。  

 

本年度に定めた重点的に取り組む目標と対策  

 （1）地域社会の福祉向上に貢献できる人材の育成を目指す  

教育理念・目標に沿った、介護福祉士教育活動の実践  

    8 割以上の外国人学生が在籍する中で、留学生指導の質の向上  

    県委託訓練（長期高度人材育成コース）を受託し、職業教育的実践教育の推進  

 

 （2）学生の国家試験受験対策の充実を図る  

    各科目の「国家試験対策指導計画」に基づく計画的・組織的な指導の推進  

「模擬試験結果分析」と「学力検討」の会議開催  

 

 （3）学生が学びやすい環境を整える  

    専門教育・留学生教育に活かせる視聴覚教材の充実  

トイレの改修等、設備の改善  

 

 （4）早期からの学生確保に努め、来年度の収支黒字を目指す。  

    進学説明会（4 月・6 月）・オープンキャンパス（7 月・8 月・10 月）の実施  

    日本語学校の指定校推薦枠や学生紹介制度の実施による、独自の広報啓発  

 

 （5）外国留学生の育成  

    外国人向け初任者研修委託授業など、県と連携したキャリア教育・職業教育の推   

進  

 



自己評価の結果  

【評価  4…適切、3…ほぼ適切、2…やや不適切、1…不適切】  

 

（1）教育理念・目標  

評価項目  評価  

理念・目的・育成人材像は定められているか  4 

社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか  3 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・学生・

関係業界・保護者等に周知なされているか  
4 

各学科の教育目標・育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズ

に向けて方向づけられているか  
4 

①現状と課題  

 学校 HP、学校説明会等で学校の教育方針等の丁寧な説明を心がけている。  

 

 

②今後の改善策  

外国人留学生も増える中、日本の社会のニーズに合った介護人材を育てていけるよう講

義の中に工夫が必要とされる。日本の文化やマナーを具体的に取り組んでいく。  

 

 

 

（2）学校運営  

評価項目  評価  

目標等に沿った運営方針が策定されているか  4 

運営方針に沿った事業計画が策定されているか  4 

運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、

また、有効に機能しているか  
4 

人事、給与に関する規定等は整備されているか  4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されている

か  
4 

教育活動等に関する情報公開が適切になされているか  3 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか  3 

①現状と課題  

 その年度に合った事業目標が定められており、意思決定システムについては本部と連携

し、最終決定している。  

情報公開については HP、学生への連絡ツールにおいて情報提供している。  

 



②今後の改善策  

 時代の変化により働き方も多様化してきている。こういった状況により時代に即した内

容で実施していく。  

 

 

（3）教育目標  

評価項目  評価  

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されてい

るか  
４  

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限

に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされている

か  

４  

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか  ４  

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや

教育方法の工夫・開発などが実施されているか  
３  

関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキ

ュラムの作成・見直し等が行われているか  
４  

関連分野における実践的な職業教育が体系的に行われているか  ４  

授業評価の実施・評価体制はあるか  ４  

職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか  3 

成績評価・単位認定、進級・卒業認定の基準は明確になっているか  4 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位

置付けはあるか  
３  

人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた

教員を確保しているか  
３  

関連分野における業界との連携において優れた教員（本務・兼務含

む）を確保するなどマネジメントが行われているか  
３  

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や

教員の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか  
３  

職員の能力開発のための研修等が行われているか  ３  

 

①現状と課題  

本校の教育理念に基づき、社会に役立つ人材の育成に向け、実践的な職業教育を意識し

た教育課程の編成及び実施を実行している。また、養成施設指定規則に基づき修業年限や

学習時間、目標の到達レベルを明確にした体系的なカリキュラムの編成を行っている。実

践に近い形での教育となるよう工夫に努め、介護実習等を通して実践的な職業教育を行っ

ている。授業の体制については、授業評価アンケートを半期に１度実施し、授業改善に活



用している。学則および各種規程に基づき、成績評価・単位認定・進級判定・卒業判定の

基準を明確にするとともに、養成施設指定規則に基づき、資格取得に関する指導体制、カ

リキュラムなどを体系的に位置付けている。また、国家資格の養成施設指定規則に則り、

適切な資格要件の教員を確保しており、教員は参加した関連の研修会の学習内容について

共有化を図り、研鑽を積む取り組みをしている。  

本校の教育理念に基づき、入学から卒業までに学生が習得すべき知識・技術について到

達すべき段階を提示しているが、更なる仕組みを策定する。国家資格支援として、学習内

容を日本語能力に重点においてきたが、多くの学生が合格となる体制を整える。  

 

②今後の改善策   

学生一人ひとりの学習到達目標に向け、ステップごとに習熟度や理解度をチェックしな

がら、無理なくスキルを伸ばす仕組み整え実施する。資格支援の体制として、学生個々の

状況に合わせ、きめ細かな対応が出来るよう、更に改善に努力する。  

 

 

（4）学修成果  

評価項目  評価  

就職率の向上が図られているか  3 

資格取得率の向上が図られているか  3 

退学率の低減が図られているか  3 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか  3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に

活用されているか  
3 

 

①現状と課題  

留学生が保証人先で就職をすることから、就職率に対して問題はないが、国家資格試験

の合格率は低い。問題を抱える学生およびその保証人・家族とは連絡を取り合い、退学率

の低減には努めている。卒業生へのフォローについては課題が残り、卒業生の就職後の状

況を把握し、保証人と連携した継続的対応に努めたい。  

 

②今後の改善策  

卒業生のネットワークを広げ、卒業生講話を授業に組み込むなど、在校生に卒業後のイ

メージを持たせるようにする。 その他、広報募集媒体においても、卒業生の活躍を取り上

げてキャリア形成を促していく。  

 

 

 



（5）学生支援  

評価項目  評価  

進路・就職に関する支援体制は整備されているか  ３  

学生相談に関する体制は整備されているか  ３  

学生に対する経済的な支援体制は整備されているか  ４  

学生の健康管理を担う組織体制はあるか  ３  

課外活動に対する支援体制はあるか  ３  

学生の生活環境への支援は行われているか  ３  

保護者と適切に連携しているか  ３  

卒業生への支援体制はあるか  ３  

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか  ３  

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取

組が行われているか  
３  

 

①現状と課題  

留学生が 80～90％を占め、保証人となっている職場への就職がほぼ決まっている。日本

人学生に対しては、求人情報を掲示したり案内を行ったりと情報を提供し就職活動を支援

している。また、卒業後も保証人との関係性から、就職先での活躍の情報を得ることがで

きている。クラス担任を通じた相談、社会人学生に対してはキャリアコンサルタントを通

じた相談等、複数の相談窓口を整備している。各種奨学金申請手続きの支援を積極的に行

い、並行して経済的状況に応じた校納金分納の相談にも応じている。併せて、今年度は新

型コロナに関する各種支援制度の活用を積極的に進め学生支援を実施している。定期的な

健康診断はもちろん、日常の安全・衛生指導を通じて、学生の健康管理の指導を徹底して

いる。保証人・保護者との連携については、懇談会を実施するには至っておらず、万全と

は言えない状況にある。  

 

②今後の改善策   

保証人や保護者と今まで以上に細やかな連携を取るよう努め、それぞれの意見等を学校

の運営の中に取り組む。卒業生と積極的に連携を取り、卒業後の学生支援の整備や卒業生

への就職相談などにも取り組む。就職や転職の情報交換の場を提供し、卒業後の支援にも

努めていく。  

 

 

 

 

 

 



（6）教育環境  

評価項目  評価  

施設・整備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい

るか  
3 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修の場等について十

分な教育体制を整備しているか  
3 

防災に対する体制は整備されているか  4 

①現状と課題  

 留学生も多く在籍する中、視覚教材を増やし授業を実施している。実習施設も十分な施

設数はあるが、交通の便が良くなく通いづらい状況である。  

トイレについては１階より改修（和式→洋式、ドアの改修）を実施している。  

防災については年 1 回の消防訓練を実施し、各自役割分担を担っている。  

 

②今後の改善策  

 実習施設の更なる充実、留学生受け入れ施設の拡充を図る。 ICT 環境については時代に

合わせ対応していく。  

 

 

 

 

 

（7）学生の受入れ募集  

評価項目  評価  

学生募集活動は、適正に行われているか  3 

学生募集活動において資格取得。就職状況等の情報は正確に伝え

られているか  
4 

学生納付金は妥当なものとなっているか  4 

①現状と課題  

 進学説明会・オープンキャンパスの回数を増やしたが思っているほど来校数は増えず、

告知等周知方法を再度検討する必要がある。  

日本人学生数が少数のため、学校訪問数を増やせるようにしたい。  

 

 

②今後の改善策  

 HP の更なる拡充、動画をアップし来校に結びつくよう工夫を取り入れていきたい。早

期学生確保のため、進学説明会等の実施時期の検討。  

 



 

（8）財務  

評価項目  評価  

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか  3 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか  3 

財務について会計監査が適正に行われているか  4 

財務情報公開の体制整備はできているか  4 

①現状と課題  

 学生数も多いとは言えないが、安定して入学者数を確保しつつある。年度毎の予算・収

支計画についても年度計画に基づき年 2 回理事会ではかられ、会計監査も適正に行われて

いる。  

 

②今後の改善策  

 今後も安定した経営状態を維持できるよう学生確保に努めていきたい。  

 

（9）法令等の順守  

評価項目  評価  

法令、専修学校設置基準等の順守と適正な運営がなされているか  4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか  4 

自己評価の実施と問題点の改善を行っているか  3 

自己評価結果を公開しているか  3 

①現状と課題  

 法令、専修学校設置基準を順守と適正な運営がなされているとともに、個人情報の保護

等に留意し、適正な管理に努めている。  

  

 

②今後の改善策  

 自己評価結果を事務所等で管理し、ニーズがあれば公開できるよう整備する。  

 

 

（10）社会貢献・地域貢献  

評価項目  評価  

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行ってい

るか  
3 

学生のボランティア活動を奨励、支援しているか  4 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託

等を積極的に実施しているか  
4 



①現状と課題  

 学生ボランティア等があれば掲示等で学生へ周知しており、参加を奨励している。公共

職業訓練は積極的に受託している。  

 

 

②今後の改善策  

 今後も引き続き公共職業訓練を受託し、こども食堂やフリースクール等の場を提供でき

る機会があれば、取り入れていく方向である。  

 

 

令和 5 年 4 月 1 日公開  


